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横井通晴先生ならびに加藤克己先生
惜別の辞
横井通晴先生は平成19年3月4日に,加藤克己先生は平成18年9月
3日に,それぞれ古希を迎えられました｡まことにおめでたいことで
はありますが,それは平成18年度の終了をもって専修大学を定年によ
りご退職になることを意味します｡
大学全体としても今後一層むずかしい課題を抱えるところに,高い
識見と貴重なご経験をお持ちの両先生が教壇を離れることになるのは
大きな痛手と言わざるを得ません｡しかしながら大学全体の規則で,
やむを得ないところであり,心より残念に思います｡また後輩教員と
しても大変寂しい思いをしております｡ここに両先生のご略歴と本学
や社会へのご貢献を紹介し,これまでの感謝と惜別の意を表します｡
経営学部教授楼井通晴先生は昭和12年3月4日にお生まれになりま
した｡昭和31年3月に静岡県立静岡高等学校をご卒業後静岡大学より
早稲田大学第一商学部に編入学され,昭和37年に同学部をご卒業にな
りました｡民間会社勤務を経て昭和41年早稲田大学大学院商学研究料
修士課程にご入学,博士課程在学中に本学経営学部助手として入職さ
れ,昭和46年同研究科博士課程を終えられると同時に専任講師となら
れ,その後昭和48年助教授,昭和54年に教授に就任されておられます｡
この間昭和54年には早稲田大学より商学博士号を取得されました｡助
手から数えますと38年という長きにわたり本学にご貢献頂きました｡
先生の教育活動といえば公認会計士試験など職業会計人育成に尽力
されたことを特筆すべきでしょう｡先生ご自身が公認会計士試験の試
験委員をご経験されたこともあり,学部における会計学総論,管理会
計諭といった授業やゼミを通じて育成した会計人は数多いものと思い
ます｡また人学院教育では多くの博士を育てられました｡管理会計特
諭･管理会計特殊研究などを通じ,博士を精力的に育成されたことは
尊修大学大学院経営学研究科のレピュテーションにも大きくつながる
ものと信じます｡
学内行政におかれても大学院経営学研究科長3年のご経験をはじめ
経営研究所長,会計学研究所長などを努められ,それぞれの部署の運
営･活性化に大きく寄与なさいました｡その他就職指導委員会委員,
教学委員会委員,教養課程委員会委員,教員資格審査委員会委員など
を歴任しておられます｡
学外活動･研究面におきましては昭和58年度長期在外研究員,平成
4年度短期在外研究員,平成元年からのフルブライト研究員などアメ
リカに留学され,ロンドン入学でも客員教授を務めておられます｡諸
外国の動向に常に着日し,それが日本企業にどのような影響を与える
かという先生の研究姿勢は今日の｢バランスト･スコアカード｣ ｢コ
ーポレート･レピュテーション｣をめぐる議論などでますます企業実
務からも注目を集めているように思います｡そのためいくつかの企業
などの監査役･監事を経験され,研究面からも日本原価計算研究学会
会長を歴任されるなどまことに多様なご経験をお持ちです｡こうした
ご経験が本学の教育にも反映され,本学の学生･院生諸君はまことに
得難い経験をしたことになります｡
こうした楼井通晴先生のご功績にいささかでも報いるため,経営学
部教授会は平成18年11月28日,満場一一致で先生を専修大学名誉教授に
推薦致しました｡
経営学部教授加藤克己先生は昭和11年9月3日にお生まれになりま
した｡昭和30年に私立東海高等学校をご卒業,翌31年4月に名古屋大
学文学部に入学され,昭和35年ご卒業になりました｡ただちに東京都
立大学大学院人文科学研究科にご入学され,昭和37年同研究科修十課
程を修了されました｡その後東京学芸大学附属高等学校講師を勤めら
れたのち,昭和38年4月に本学経営学部に専任講師として入職されま
した｡それ以降昭和44年に助教授を経て昭和56年に教授にご就任にな
り, 44年の良きにわたり本学の教育･研究･学内行政に多大な功績を
残されました｡
学部教育ではドイツ語を主としてご担当になり,初学者に対する導
入教育のみならずドイツ文化の紹介,コンピュータの語学教育への応
用など幅広いご関心のもとに授業を展開されたと承っております｡昭
和53年度には長期在外研究員として当時の西ドイツに派遣され,また
平成9年度には国内研究員として研究活動を推進なさったことも学部
教育に対して大きなプラスとなったことでしょう｡
学内行政としては学級担任,図書館委員,学生寮指導委員,学生部
次長,入学試験委員,教養課程委員会委員,情報科学センターセンタ
ー員,国際交流委員会委員ならびに運営委員, LL研究室長などを歴
任されました｡学外でも私立大学情報教育協会で活動なさるなど先生
の幅の広いご研究の一環がうかがえます｡
このようにご活躍をなさいました先生ですが,教授会においても
堂々と正論を述べられる先生のお姿を拝見することができなくなるこ
とは私個人としても感慨深いものがあります｡)そして経営学部教授会
としても加藤克己先生のご功績にいささかでも報いるべく,平成18年
11月28日の教授会において,満場- ･敦で先生を専修入学名誉教授に推
薦致しました｡
以上,横井通晴先生ならびに加藤克己先生のご活動の一一一端をご紹介
いたしました｡お二方の教育･学内運営･研究並びに学外活動に果た
されましたご功績はまことに顕著であります｡ここに,両先生からご
指導を賜った後輩教員が最近の研究成果を募り, ｢専修経営学論集第
84号｣を｢横井　通晴教授ならびに加藤　克己教授退職記念号｣とし
て編纂し,両先生に献呈することにより,経営学部教員一同,深甚な
る謝意と惜別の意を表する次第であります｡
両先生がご退任後もご健康に留意され,ご活躍になることを祈念申
ししげるとともに,専修大学と経営学部に対する更なるご指導とご支
援を切にお願い申し上げて,お別れのことばとさせていただきます｡
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